
○兵庫県の⽇本海側の⻄端に位置し、海岸線は典型的なリアス式海岸で⼭陰海岸国⽴公
園・⼭陰海岸ジオパーク内に含まれている。漁港に海⽔浴場が隣接する。

○居組漁港の登録漁船隻数、漁業従事者は共に約1/4 まで⼤きく減少。2020年以降、居
組漁港の市場機能が隣接の諸寄、浜坂漁港に集約され、2022年11⽉には荷さばき場
を解体し、住⺠や漁業者の間では跡地利⽤への不安が⾼まっている。

○市場機能が無くなったこと、漁業者の減少等により、⽔産物を利⽤した加⼯や宿泊・
飲⾷のみならず、漁船の修繕や漁具等を取り扱う事業者も激減、地域の産業が空洞
化し、雇⽤の創出が求められている状況。また、既に地区の1/3 の⺠家が空き家に
なっている。

２．検討体制

⺠間事業者
（地区外養殖業、飲⾷

業等）

居組海業協議会

居組地区住⺠説明会
（海業アイデア検討・
海の駅等充実検討）

事業アイデアの提
⽰

事業参⼊の相談
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［メンバー］
1）浜坂漁業協同組合
2）居組区（住民代表）
3）居組漁業者
4）行政（兵庫県、新
温泉町）
5）浜坂観光協会
6）新温泉町商工会

旧港（現状漁船の多くはこ
こに停泊）

荷捌場撤去済
遊休化

漁協施設
一部を除き撤去予定

製氷施設
撤去予定

海の家
改修予定

海水浴場（夏期）
※冬季にはサーファー来訪

キャンプサイト

キャンプサイト

漁港全体図

地域位置図

海業の事業計画⾻⼦（案）【兵庫県新温泉町 居組漁港】
１．現状と課題



②地元での事業運営（居組区など）
・海⽔浴事業（居組区）※海の家は町にて改修
・マリンアクティビティ（地元マリン事業者）
・キャンプ事業（居組区）
【期待される効果】
○事業収益拡大 ○地域の海業担い手の拡大
○地域への来訪者の増加 ○漁業者所得の向上

①⺠間事業者による事業運営（事業者公募）
※⾃由提案
・養殖（漁港⽤地での陸上養殖および海⾯養殖）
・飲⾷、体験（地区にある技と⾷⽂化の活⽤）、物販（鮮⿂・加
⼯品、その他）
・⽂化事業（麒麟獅⼦の芸能など）、⽣活サービス（地区住⺠
のコミュニティスペース）など
【期待される効果】
○漁港の多目的利用による事業収益 ○地域雇用創出
○地域への来訪者の増加 ○地域内・町内・周辺地域と
の事業連携 ○地域コミュニティ再生・地域人口の維持

④その他
・背後集落、背後⼭林のレジャー等利⽤について検討
【期待される効果】○地域⽂化の継承 ○滞在時間の延伸

③漁港泊地
・マリンアクティビティ等での利⽤について段階的に活⽤検討（地元、
⺠間事業者による多⽬的利⽤検討）
【期待される効果】
○事業収益拡⼤ ○地域への来訪者増加

４．海業の具体的な取組・実施主体（案）・期待される効果

漁港の用地や地域の水産物、自然環境を活かした新たな産業を生み出すこと、地域住民にとっての利便および観光客が集まる
拠点を生み出したい

［目的］○居組漁港を核とした新たな産業の創出

○持続可能な海業としての定着（社会課題としての地方漁村の持続への持続的な対応）
○地区住民が主導するまちづくりとの密接な事業展開（地区と民間事業者との役割分担）
○漁港周辺の施設や自然資源、周辺地域の漁業や温泉などの観光拠点との連携

［取組］
・現在も来訪者のある海⽔浴、シーカヤック、サーフィン、釣り客へのサービスの充実
・外部事業者とも連携した、養殖事業などの集客以外の事業を軸に、持続できる産業の定着を図ること
・⽴地の優位性、周辺の漁業拠点との連動による事業推進

３．海業の⽅針
海業の事業計画⾻⼦（案） 【兵庫県新温泉町 居組漁港】

令和5年度調査当時の内容です。


